
 

  １．交付金事業の名称    原子力・エネルギー教育支援事業 

  ２．交付金事業の事業主体  京都府 

  ３．交付金事業の実施場所  京都府 

  ４．交付金事業の概要 

原子力・エネルギーの学習に必要となる以下の内容を実施した。 

【県事業】 

(1)実験器具・実験材料の整備 

        放射線観察実験や発電・エネルギー学習に使用する教材等を整備し、活用した。 

      (2)施設見学の実施 

        大阪市立科学館及び関西光量子科学研究所を見学した。 

      (3)講演会の実施 

        放射線やエネルギーについての講演会を実施した。 

  ５．交付金事業に要した経費及び交付金充当額 

事業に要した経費 4,721,098 円 

     交付金充当額   4,721,098 円 

  ６．交付金事業の成果及び評価 

      当事業により原子力・エネルギーについて生徒の理解が促進されたと回答した割合【理解度】は、実験器具・実験材料の整備事業が目

標 100％に対して実績 82％、施設見学事業が目標 100％に対して実績 71％、講演会事業が目標 100％に対して実績 76％だった。座学だけ

でなく、実験器具・実験材料の整備、施設見学、講演会事業を実施したことにより、放射線や原子力を含むエネルギーについて興味・関

心が高まり、生徒の理解が促進された。 

      原子力・エネルギーに関する教育のための環境整備として当事業が促進されたと回答した割合【満足度】は、実験器具・実験材料の整

備事業が目標 100％に対して実績 79％、施設見学事業が目標 100％に対して実績 91％、講演会事業が目標 100％に対して実績 83％だった。      

本事業を実施したことにより、原子力・エネルギーに関する教育のための環境整備として、実験器具・実験材料の整備、講演会事業が促

進されたと評価できるが、目標値に対して理解度・満足度が下回っている点について、実験においては放射線の線量の確認や比較の際に数

値に混乱した生徒もあったため、線量計算はその大きさの影響力を検討させるような授業の組み立てを検討しより深い理解や満足に繋げた

い。施設見学においては、日常の出来事と科学を結びつけて興味を持たせる目標は達成されたものの現象の表層的な部分のみをとらえてい

る生徒も一定数見られるため、補助的なワークシートの作成及び現地での導きを検討したい。講演会においては生徒のレポートを見ても 

講義内容はよく理解しているが熱力学的な記述や研究内容はレベルが高く理解が難しかったと思われる。学びへの原動力として導けるよう

検討する。 


